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施策の概要

小坂英之
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この施策の主
な内容（細施
策）

　岡谷市の文化や産業の発展の礎となった遺跡の記録、保存を図るとともに、地域に愛
着と誇りを持つことができるよう、まちづくりに活用していく。

担当部課 課等

有利に働
くもの

　東京オリンピックに向け縄文文化を国内外に情報発信する動きがあり縄文文化を活かす機運
が高まっている。また、製糸関連も松本市や高山市との連携など新たな取り組みが見られる。

岡谷市の
強み

　国指定の史跡や出土品があるほか、製糸に関連する近代化産業遺産が点在するなど、岡谷の
歴史・文化から市民の文化財への関心が高い。

岡谷市の
弱み

　厳しい財政事情もあり旧林家住宅の大規模改修や、旧山一林組製糸事務所の一般公開に向け
た整備が進んでいない。

文化財の保護・活用 コード

（1）文化財の調査・保存 （2）文化財の公開・活用 （3）史跡公園の管理・活用（4）
岡谷市史の編集

指標説明

施策名

教育部 生涯学習課

第４次総合計
画におけるこ
の施策の目的

③

　各施設においてボランティアによる保存と活用が進められている。旧林家住宅においては、ボラン
ティアグループによる説明案内のほか、生け花や掛け軸などの展示、お茶会などが行われた。旧渡辺家
においても郷土学習館のＮＰＯが来館者の説明のほか、地域の学びが推進されている。
　また、埋蔵文化財では「土師の会」が出土品をボランティアで整理するほか、広畑遺跡での発掘体験
にも協力している。
　さらに、指定文化財の保護保存では所有者が適切な維持管理に努め、行政が経費の一部を支援してい
る。

3,440

指標説明

99.4%

　個人旅行が主流となり観光の団体ツアーが減少傾向にある。海外からのインバウンドも観光
資源に乏しい当地においては効果が見えてこない。

29年度
目標値

3,000

26年度
実績値

3,000

#DIV/0!

②

●施策の評価（CHECK）

●施策の実施内容（DO）

実績値 達成率 目標値実績値

2,981

施策指標名

文化財公開施設入館者数

28年度

29年度（予算）

＊項目6より「直接事業費」「人件費」の合計を自動表示

16,000

年度28

１次評価日（課長等）

２次評価日（部長等）

評価対象年度 平成

作成者

施策指標の達成状況

3,430

施 策 評 価 表

＊第4次総合計画における目標指標の達成状況（最終年度：30年度）

30年度27年度
単位

目標値

指標説明

#DIV/0!

①

施策の現状評価 ＊28年度に施策の目的がどこまで達成できたか、施策の進行状況に関する順調／不調の判断

31,982 33,83630,798

今後の外部環境の変化 ＊29年度以降に予測される社会・経済などの環境変化のうち、この施策に具体的に影響する要因

不利に働
くもの

単位：千円

16,000

施策全体にかかる合計コストの推移

一般公開している旧林家住宅と旧渡辺家住宅の入館者。H28は無料公開していた「歩き太郎」イベント中止による
減。

3,000人

27年度

32,345

14,798直接事業費

＊岡谷市の現状のうち、この施策にとって強み／弱みとなる要因

16,345 15,982 17,836

16,000

26年度 28年度

合計コスト

人件費 16,000
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人件費

●改善の内容（ACTION）／次年度の計画（PLAN）

－

方
向
性

継続して
実施
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理事業 79.3

あ
り －

施設稼働率

－

28年度

有形文化財の
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4,000
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施設稼働率
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1,807
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2,000

2,000
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－

2,000
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＊方向性が「継続」の事業についてA～Cを、「新規事業」の事業についてAをランク付
け。方向性が廃止、完了、統合となっている場合は「-」を付する。

－
旧山一林組製
糸事務所管理
事業

2,400

4,000

％

89.5

％

－

公
共
施
設

指定文化財管
理事業

2,000

内
部

＊優先して実施する分野＝優先度がA・Bの事業：拡大する事業や新規事業の内容、優先的に実施する理由
＊見直しを行う分野　　＝優先度がC・Dの事業：見直しの内容、見直しや廃止をする理由

1,349
754

2,000
26.8

直接事業費・人件費の単位：千円

公
共
施
設

内
部

 ●基本的な考え方

 ●30年度の優先度

優先し
て実施
する分
野

 旧林家住宅については、国の指定重要文化財として優先して施設の改修を行い保存保護に努め
る。
広畑遺跡については縄文文化を学ぶ講座イベントを開催するとともに、用地の一部を養蚕の桑
畑に活用し、シルク文化の伝承と製糸業の振興に努める。

　旧山一林組製糸事務所は旧市役所庁舎など他の製糸関連文化財とともに活用方針を検討する
とともに、適切な保全に努める。

平成30年度　施策を構成する事務事業の方向性

見直し
を行う
分野

様
　
　
式

内
部

内
部
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